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研究成果の概要（和文）：文化と世界観の異世代間利他主義への影響の研究では、親の時間割引

率の子に対する利他的な態度への影響に関するデータ分析と、親の世界観の子に対する利他的

態度への影響に関するデータ分析、実証分析と整合的な理論モデルの開発を行った。バブルの

研究ではバブル期の諸現象を説明するためには、標準的なモデルで仮定されている消費行動と

は異なる行動を導入することが有用であることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：In our research on the effect of culture and wordview on altruistic 
intergenerational economic behavior, we have studied effects of time discounting factors 
of parents on their altruistic behavior toward their children, effects of worldviews of 
parents on altruistic attitudes, and developed theoretical models that are consistent 
with these empirical results.  In our research on bubbles, we have found that it is useful 
to introduce consumption behavior that is different from the one assumed in standard 
models for the purpose of explaining various phenomena observed during the bubble period. 
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１． 研究開始当初の背景  
行動経済学は、心理学などの結果や研究手法
も取り入れ、経済人の仮定の検証を行い、新
しい理論を提唱してきた。しかし、研究開始
当初、行動経済学をマクロ動学モデルに取り
入れた研究は少なかった。 
 
２．研究の目的 
行動経済学をマクロ動学モデルに取り入れ

るため、特に消費者行動に注目して新しいモ
デルの構築と実証分析を行なうことが研究
目的である。 
 
３．研究の方法 
異世代間利他主義やバブル期の投資家行動
について、消費者理論に行動経済学モデルを
開発し、モデルをデータの実証分析や実験結
果から検証し、改良していく。特に異世代間
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利他主義では親が子の忍耐強さについてど
うあるべきか規範を持っているが、子を甘や
かしたいという誘惑を感じているタフ・ラ
ブ・モデルを用いた。 
 
４．研究成果 
（１）研究代表者(大垣）と研究分担者の大
竹、亀坂は、研究協力者の窪田康平山形大学
地域教育文化学部講師とともに文化と世界
観の異世代間利他主義への影響の研究を進
めた。日米の親の子へのタフ・ラブの態度を
アンケート調査で比較したところ、米国の親
の方が日本の親よりも厳しい態度を子に対
して取ることが観察された。 
 
（２）日米のアンケート調査のデータの実証
分析により、金融投資について忍耐強い親は、
子に対してより厳しい態度を取る傾向があ
ることを統計的に有意に示された。これはタ
フ・ラブ・モデルの理論と整合的な結果であ
る。しかし、日本の親の方が、米国の親より
もどちらかというと忍耐強い傾向がある。こ
のため、この実証結果は（１）の日米の親の
子に対する態度の違いを説明することはで
きない。 
 
（３）日米のアンケート調査のデータの実証
分析により、世界観についての確信度が高い
親はより厳しい態度を子に対して取る傾向
があることが統計的に有意に示された。また
米国に比べて日本では確信度が低いことが、
日米の子に対する態度の違いの多くの部分
を説明することを明らかにした。 
 
（４）大垣は Vipul Bhatt (James Madison 
University, assistant professor)とともに
タフ・ラブ・モデルのベンチマーク版を完成
した。このモデルの特徴は２つあり、ひとつ
は子の忍耐強さに関する選好が親の子への
子供時代の消費のための所得移転によって
内生的に決まっていることであり、もうひと
つは、親が子の忍耐強さについて、規範と考
える度合いを持っていることである。この２
つの要素により、親が子が忍耐強くなるよう
に成長すべきと考えているが、子を甘やかす
誘惑を受けている状態を表現し、モデルによ
る数学的分析が可能となった。 
 
（５）ベンチマーク版のタブ・ラブ・モデル
に世界観を導入したモデルを開発すること
により、世界観の実証分析結果と整合的なモ
デルを開発した。 
 
（６）ベンチマーク版のタブ・ラブ・モデル
に遺産相続と相続税と子供への所得移転に
ついての規範を導入したモデルを開発する
ことにより、このモデルでの公共政策の分析

を可能にした。公共政策として相続税率の変
更のみならず、行動経済学でのリバタリア
ン・パターナリズムの思想に基づく規範への
政策的影響の効果についても分析した。規範
への影響は限定合理性に基づいている。例え
ば、高価なおもちゃを子供に買い与えている
親は目立つので、他の典型的な親は実際より
も多くの所得移転を子供にしていると誤認
している状況を考える。このような場合に、
政府は子供への所得移転のデータを収集し、
公表することによって、規範に影響を与える
ことができる。 
 
（７）タフ・ラブ・モデルでは、もとの子の
選好では親も子もより高い相続税率を好み
税率を上げることでパレート改善が達成さ
れるような状況であっても、もとの低い税率
で成長した子の忍耐強く成長した選好で評
価すると、高い税率を好まない状況がありえ
ることを示した。この例によって、内生的選
好のもとでは、パレート改善が必ずしも望ま
しくないことを示し、広義の功利主義の限界
を示した。 
 
（８）倫理理論の 3大理論である功利主義と
カントの義務論とアリストテレスの徳倫理
理論のタフ・ラブ・モデルにおける政策評価
への応用研究を行った。時間選好率が０とな
って、「現在の自分」が「将来の自分」を自
分と同じように大切にする状況を、「忍耐強
さの徳」と定義した。相続税率を変えて政府
が徳の達成を促進する徳倫理理論に基づい
た政策評価の方法の開発を行った。 
 
（９）研究分担者の櫻川は合理的バブルのモ

デルをベンチマークとしながら、バブル経済

における諸現象の説明を試みている。バブル

期のブーム期については、標準的な消費・貯

蓄行動とは異なる行動を導入するとうまく説

明できることを明らかした。また最近の国際

資本移動について、バブルに関する信頼に異

質性を導入することで説明可能であることを

明らかにした。 
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